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2
0
2
3
年
3
月
3
日
、
神

戸
ポ
ー
ト
オ
ア
シ
ス
に
於
い
て

来
賓
に
全
国
港
湾
よ
り
玉
田
書

記
長
・
岡
部
中
央
執
行
委
員
、

港
運
同
盟
兵
庫
地
方
本
部
よ
り

梶
山
執
行
委
員
長
を
迎
え
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
参
加
者
を
絞
っ
て
春
闘
討
論

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
神
戸
港
湾

吉
岡
議
長
か
ら
「
港
湾
で
働
く

仲
間
が
参
加
し
、
社
会
的
ア
ピ

ー
ル
を
広
げ
行
動
す
る
事
が
重

要
、
中
央
と
連
動
し
て
今
日
を

境
に
臨
戦
態
勢
に
入
る
。
我
々

の
雇
用
・
職
域
を
守
り
、
ま
た

拡
大
し
て
い
く
決
意
を
述
べ
る

と
と
も
に
各
単
組
・
各
組
合
員

の
更
な
る
神
戸
港
湾
へ
の
結
集

・
団
結
を
お
願
い
す
る
」
と
挨

拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
梶
山
委
員
長
よ
り

連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
の
ち
、
玉
田
書
記
長
か
ら

全
国
港
湾
を
取
り
巻
く
現
状

と
、
23
春
闘
で
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
点「
大
幅
賃
上
げ
」

「
雇
用
と
職
場
を
守
る
労
使
の

取
り
組
み
」
「
魅
力
あ
る
港
湾

労
働
の
確
立
」
に
つ
い
て
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
西
澤
神
戸
港
湾
事

務
局
長
か
ら
地
区
に
お
け
る
春

闘
時
の
具
体
的
行
動
に
つ
い
て

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
後
半
に
は
各
加
盟
8
単

組
の
取
り
組
み
状
況
・
報
告
が

な
さ
れ
た
の
ち
、
岡
部
中
執
か

ら
今
後
の
中
央
で
の
取
り
組
み

の
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
「
港
湾
労
働
者
転
職
資
金
制

度
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
ほ

し
い
」
「
関
連
職
種
の
5
・
9

協
定
適
用
、
ま
た
日
港
協
か
ら

の
支
援
が
お
り
る
よ
う
お
願
い

す
る
」
な
ど
現
場
の
切
実
な
問

題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
閉
会
の
挨
拶
を
稲

田
神
戸
港
湾
副
議
長
か
ら
い
た

だ
き
、
最
後
は
吉
岡
議
長
の
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
春
闘
討
論
集

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

い
ま
我
々
は
、
蒲
田
：
日
港

福
会
館
内
の
役
職
員
を
中
心
に

全
国
港
湾
・
港
運
同
盟
と
し
て

毎
週
木
曜
日
朝
8
時
30
分
か
ら

新
橋
駅
前
に
て
宣
伝
行
動
を
実

施
し
て
い
る
。
特
に
全
国
港
湾

教
宣
部
会
並
び
に
書
記
長
会
議

に
於
か
れ
て
は
自
発
的
に
車
輛

の
手
配
等
含
め
行
動
に
対
し
全

面
的
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
本
紙
面
を
か
り

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

そ
し
て
、
や
は
り
「
継
続
は

力
な
り
」
で
あ
り
今
や
新
橋
駅

前
の
全
国
港
湾
・
港
運
同
盟
の

宣
伝
行
動
の
取
り
組
み
は
あ
る

種
の
文
化
と
し
て
芽
生
え
、
我

々
の
「
声
」
が
社
会
的
に
浸
透

し
て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

身
体
を
と
お
し
て
実
感
す
る
も

の
で
あ
り
感
動
し
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
港
湾
を
兵
站
基
地

に
さ
せ
な
い
取
り
組
み
の
一
方

の
視
点
と
し
て
、
日
米
安
保
条

約
並
び
に
条
約
6
条
に
基
づ
く

所
謂
地
位
協
定
の
存
在
が
あ

る
。
戦
後
、
安
保
条
約
は
吉
田

茂
首
相
に
よ
る
締
結
、
次
い
で

岸
信
介
首
相
に
よ
る
一
部
改
定

と
続
く
わ
け
で
あ
る
が
、
本
条

約
が
最
も
具
体
的
に
港
湾
を
兵

站
基
地
に
す
る
根
拠
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

全
国
港
湾
が
日
米
安
保
破
棄

の
取
り
組
み
が
具
体
的
に
で
き

る
の
か
、
組
合
員
の
動
揺
が
目

に
浮
か
ぶ
わ
け
で
あ
る
が
、
護

憲
運
動
を
取
り
組
み
護
憲
運
動

の
ま
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
自
動

的
に
日
米
安
保
条
約
破
棄
構
想

は
機
関
会
議
等
で
論
じ
る
べ
き

な
の
が
自
然
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

全
国
港
湾
は
機
関
決
議
の
な

か
で
、
港
湾
労
働
者
の
た
め
に

な
ら
な
い
政
治
は
反
対
で
あ

り
、
逆
に
港
湾
労
働
者
の
た
め

に
な
る
政
治
・
政
党
に
は
で
き

る
範
疇
で
与
す
る
と
し
た
旨
を

決
定
し
た
。

こ
こ
で
、
全
国
港
湾
が
与
す

べ
き
各
立
憲
野
党
が
日
米
安
保

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
か
改
め
て
伺
う
べ
き

で
あ
る
が
、
港
湾
労
働
者
の
生

命
と
安
全
確
保
、
そ
れ
に
基
づ

く
港
湾
を
兵
站
基
地
に
さ
せ
な

い
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

護
憲
運
動
＝
日
米
安
保
破
棄
の

取
り
組
み
へ
と
連
動
し
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
全
国
港
湾
委
員
長
代
行
・
日

港
労
連
委
員
長

竹
内

一
）

川
崎
港
湾
労
働
組
合
協
議
会

（
川
港
労
協
）
は
、
3
月
10
日

（
金
）
に
23
春
闘
討
論
集
会
を

東
扇
島
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。

感
染
対
策
を
徹
底
す
る
事
踏

ま
え
、
来
賓
と
し
て
全
国
港
湾

玉
田
書
記
長
と
市
川
港
湾
労
働

政
策
研
究
所
事
務
局
長
が
出

席
、
マ
リ
タ
イ
ム
デ
ー
リ
ー
の

高
妻
氏
が
取
材
に
訪
れ
た
。

冒
頭
、田
中
議
長
は
挨
拶
で
、

23
春
闘
に
向
け
た
大
幅
賃
上
げ

並
び
に
産
別
要
求
の
獲
得
の
た

め
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
強
く
訴
え
た
。

全
国
港
湾
玉
田
書
記
長
か
ら

は
、
22
春
闘
が
長
期
化
（
11
月

28
日
本
調
印
）
し
た
背
景
と
そ

の
到
達
点
に
つ
い
て
、
政
府
が

進
め
る
「
価
値
創
造
の
た
め
の

転
嫁
円
滑
化
施
策
」
（
以
下
、

「
政
府
施
策
」
）
の
推
進
へ
、

料
金
改
定
・
下
払
い
料
金
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

①
継
続
協
議
で
は
な
く
具
体
的

に
ど
う
解
決
す
る
か
を
明
記
、

②
体
制
的
合
理
化
に
対
峙
す
る

労
使
の
ス
タ
ン
ス
を
明
記
、
③

「
ユ
ー
ザ
ー
に
も
の
言
う
」
港

湾
産
別
労
使
関
係
の
確
立
と
産

別
運
動
へ
の
確
信
と
な
っ
た
と

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
産
別
運
動

の
歴
史
や
成
果
と
教
訓
に
つ
い

て
述
べ
た
。

23
春
闘
は
要
求
実
現
可
能
な

条
件
は
あ
る
と
し
て
、
ユ
ー
ザ

ー
は
港
運
に
還
元
で
き
る
十
分

な
余
力
が
あ
る
。
今
年
度
も
政

府
は
「
政
府
施
策
」
の
推
進
を

確
認
し
て
い
る
。
日
港
協
も
22

春
闘
協
定
で
「
23
年
度
も
継
続

す
る
」
と
確
認
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
23
春
闘
要
求
書
に
つ
い

て
、
特
徴
的
な
項
目
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、

23
春
闘
を
意
気
高
く
、
組
合
員

の
団
結
と
地
域
の
支
え
で
た
た

か
う
こ
と
を
訴
え
た
。

最
後
に
、
田
中
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
の
か
け
声
で
討
論

集
会
を
終
了
し
た
。

お
知
ら
せ

リ
レ
ー
随
筆
4
月
号
は

紙
面
の
都
合
上
お
休
み
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
回
は
、
第
9
章
「
港
湾

労
働
者
保
障
基
金
制
度
」
全

体
を
概
観
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

制
度
運
営
の
た
め
の
基
金
は

「
ユ
ー
ザ
ー
が
保
障
」
し
、

「
日
港
協
が
責
任
を
も
っ
て

確
保
」
す
る
こ
と
に
あ
る
と

強
調
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

4
つ
の
制
度
（
港
湾
労
働
者

年
金
制
度
・
最
低
保
障
賃
金

制
度
・
職
業
訓
練
制
度
・
転

職
資
金
制
度
）
の
一
つ
で
あ

る「
港
湾
労
働
者
年
金
制
度
」

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま

ず
、
港
湾
労
働
者
年
金
制
度

の
骨
格
を
示
し
ま
す
（
産
別

協
定
58
条
6
項
）
。

適
用
対
象
＝
制
度
に
加
入

す
る
港
湾
運
送
事
業
者
に
雇

用
さ
れ
る
港
湾
労
働
者

受
給
資
格
＝
勤
続
18
年
以

上
で
退
職
時
55
歳
よ
り
満
60

歳
に
達
し
た
者
。
他
社
歴
は

通
算
。

支
給
条
件
＝
60
歳
以
降
で

退
職
時
か
ら
15
年
間
。
在
職

中
に
65
歳
に
達
す
れ
ば
「
み

な
し
退
職
」
と
し
て
支
給
開

始
支
給
期
間
・
支
給
額
＝
15

年
間
、
1
年
25
万
円
（
年
2

回
の
分
割
支
給
）

遺
族
見
舞
金
：
受
給
期
間

中
に
死
亡
し
た
時
は
、
受
給

残
余
期
間
に
応
じ
て
支
給
。

年
間
25
万
円
の
年
金
は
、

受
給
資
格
者
が
退
職
し
た
企

業
が
当
該
受
給
資
格
者
分
の

10
万
円
を
港
湾
労
働
安
定
協

会
（
以
下
：
安
定
協
会
）
に

納
め
、
安
定
協
会
は
そ
の
納

入
を
確
認
し
、
基
金
か
ら
の

15
万
円
を
加
え
て
受
給
者
に

振
り
込
み
ま
す
。
一
般
的
な

保
険
や
共
済
と
異
な
り
、
基

金
は
港
湾
運
送
料
金
に
付
加

す
る
仕
組
み
で
ユ
ー
ザ
ー
が

負
担
し
ま
す
の
で
、
労
働
者

は
拠
出
ゼ
ロ
で
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
制
度
の
管
理
・
運
営

は
安
定
協
会
が
行
い
、
安
定

協
会
は
、
労
使
ほ
ぼ
同
数
で

構
成
す
る
理
事
会
・
評
議
員

に
よ
る
機
関
運
営
と
な
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
安

定
協
会
内
に
労
使
で
構
成
す

る
制
度
運
営
委
員
会
が
対
応

し
ま
す
が
、
よ
り
詳
細
で
緻

密
な
運
営
の
必
要
か
ら
制
度

専
門
小
委
員
会
を
設
置
し
て

年
4
回
（
1
月
・
4
月
・
7

月
・
10
月
）
の
協
議
で
、
様

々
な
確
認
を
行
い
厳
正
・
公

正
な
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
の
委
員
会
は
、
新
規

入
社
者
な
ど
が
規
定
通
り
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
を
審
査

す
る
新
規
登
録
者
審
査
、
こ

れ
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
権

利
が
発
生
し
た
方
の
審
査
と

裁
定
、
遺
族
見
舞
金
の
支
給

の
審
査
な
ど
を
定
例
的
に
行

い
ま
す
。

一
方
、
様
々
な
制
度
運
営

の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
事
業
を
閉
鎖

し
、
当
該
許
可
を
他
の
港
運

事
業
者
に
譲
渡
し
た
場
合
、

港
湾
労
働
者
の
雇
用
の
維
持

・
継
続
は
労
働
組
合
の
課
題

と
し
、
譲
渡
先
等
へ
の
移
籍

な
ど
、
雇
用
問
題
の
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、

年
金
登
録
の
継
続
手
続
き
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、

あ
と
数
年
働
け
ば
年
金
の
受

給
権
が
得
ら
れ
る
の
に
、
年

金
の
権
利
が
な
く
な
る
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
事
業
許
可
譲
渡
の
仔

細
を
地
区
雇
用
対
策
委
員
会

に
報
告
し
、
そ
こ
で
労
働
者

の
雇
用
や
年
金
受
給
権
の
問

題
を
整
理
し
ま
す
。
そ
の
結

果
報
告
を
安
定
協
会
が
受
け

て
、制
度
専
門
小
委
員
会
で
、

当
該
労
働
者
の
年
金
の
権
利

を
承
認
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

地
区
雇
用
対
策
委
員
会

は
、
地
区
港
運
協
会
内
に
設

置
さ
れ
、
労
使
ほ
ぼ
同
数
の

役
員
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
、
様
々
な
事
態

へ
の
公
正
な
対
応
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
持

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
制
度
に
は
、

凍
結
↓
凍
結
解
除
／
登
録
再

開
↓
制
度
改
善
と
、
波
乱
と

も
い
え
る
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
制
度
は
1
9
7
4
年
に

要
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
「
退
職
後
の
事
よ

り
明
日
の
暮
ら
し
の
要
求

を
」
と
い
っ
た
内
部
議
論
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
い
わ

ゆ
る
「
年
金
ス
ト
」
等
の
激

し
い
た
た
か
い
を
続
け
、
4

年
に
亙
る
運
動
で
78
年
に
年

金
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
91
年
に
「
バ
ブ

ル
の
崩
壊
」
と
呼
ば
れ
る
日

本
経
済
の
低
迷
時
期
に
遭
遇

し
ま
す
。
港
湾
物
流
も
取
扱

貨
物
量
の
減
少
と
な
り
、
そ

の
結
果
、
ト
ン
建
て
料
金
に

付
加
さ
れ
る
基
金
が
縮
小

し
、
99
年
に
は
「
年
金
登
録

の
凍
結
」
、
30
万
円
か
ら
25

万
円
へ
の
年
金
減
額
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。そ
う
し
て
、

一
時
的
に
は
厳
し
い
局
面
に

立
た
さ
れ
ま
し
た
が
、
年
金

登
録
凍
結
解
除
の
要
求
を
続

け
、
2
0
1
3
年
に
凍
結
解

除
、
そ
の
間
に
入
職
し
た
方

の
登
録
（
遡
及
実
施
）
も
含

め
是
正
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

港
湾
年
金
は
75
歳
迄
し
か
受

け
取
れ
な
い
仕
組
み
、
つ
ま

り
、
定
年
が
伸
び
て
65
歳
定

年
と
な
れ
ば
、
65
歳
か
ら
75

歳
迄
の
10
年
間
し
か
受
給
で

き
な
い
制
度
で
し
た
が
、
16

年
に
は
、
「
誰
で
も
15
年
間

受
給
で
き
る
」
制
度
改
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
65
歳
定
年

を
見
越
し
た
制
度
改
定
で
あ

る
と
共
に
、
65
歳
以
降
も
働

き
続
け
る
場
合
は
、
65
歳
で

「
み
な
し
退
職
」
と
し
て
年

金
受
給
を
開
始
し
て
80
歳
迄

受
給
す
る
こ
と
が
で
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

年
金
制
度
の
誕
生
と
今
日

ま
で
の
動
き
、
制
度
そ
れ
自

体
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
の
社
会
的

責
任
と
港
運
へ
の
還
元
を
追

求
し
続
け
る
「
産
別
運
動
の

視
点
」
の
典
型
が
こ
こ
に
具

体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
地
区
春
闘
討
論
集
会

各
地
区
春
闘
討
論
集
会

神
戸
港
湾

神
戸
港
湾

川
港
労
協

川
港
労
協
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～港湾労働者保障基金制度～～港湾労働者保障基金制度～

継続的に新橋駅前行動実施！安保を考える

港湾を兵站基地にするな！
港湾労働者と戦争を考える④
港湾を兵站基地にするな！
港湾労働者と戦争を考える④


